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   京都光技術研究会は、光技術を切り口として、企業連携による課題解決、新たな新製品開発

テーマの立ち上げを目的とした活動を行っています。各企業の強みとなる技術を持ち寄ってグ

ループ化を図り、共同開発を行い、事業化を目指す「企業連携開発システムの実現」に取り組

んでおりまして、今後も企業連携による新製品開発を支援していきます。 

 

  ■ 定例会でのグループミーティング 

   ▽定例会  年 8 回 

・会員を中心とした企業の事業及び研究開発のプレゼンテーション 

        ・グループ毎でのテーマ設定・課題検討会・競争的資金獲得のための勉強会 

     ・外部講師による講演会 

   ▽グループ別技術検討会及び見学会 随時 

     関連するテーマの個別検討・技術調査、先進技術の情報収集にかかる外部見学 

■ 光ものづくりセミナー 年 4 回 

・光技術のトレンド、ニーズの組み上げ 

    ・セミナー終了後に講師を交えた座談会を実施 

  ■ 交流会 

会員間の情報交換、連携を促進するために互いに情報交換しあう交流会を随時開催 

 

活動スキーム 

 

事業内容 

京都光技術研究会ご案内 
（KPS：Kyoto Photonics Society） 

－京都から光の輪を－ 

概  要 



 

企業連携開発の段階的活動イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都光技術研究会 会  長 山下 幹雄（北海道大学名誉教授） 

          代表幹事 岡本 光三（株式会社大日本科研 代表取締役） 

          幹  事 須田 眞司（株式会社大興製作所 代表取締役） 

          幹  事 森田 貴彦（株式会社システムロード 代表取締役） 

          幹  事 渡辺 國寛（マイクロシグナル株式会社 代表取締役） 

 

 

１社 20,000 円 

（会員企業様であれば、参加者の変更、複数でのご参加が可能です。） 

 

 

   

 京都光技術研究会事務局 

 京都府中小企業技術センター 応用技術課 担当 安達、鴨井 

 〒600-8813 

 京都市下京区中堂寺南町 134 

 TEL 075-315-8634 FAX 075-315-9497 

 E-mail  ouyou@kptc.jp 

年 会 費 

化学反応期 

フェーズⅠ 

グループ化 

マッチング 

光技術を切り口にした 

具体的なテーマの立ち上げ 

フェーズⅡ 

連携グループ 

での活動 

共同での製品化技術の 

向上及び事業化検討 

自走期 

フェーズⅢ 

事業化 

グループ企業での 

事業シェア 

京都光技術研究会 

（Kyoto Photonics Society；KPS） 

企業連携開発システム 

成熟期 

研究会企業連携による製品化 
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超広帯域空間光位相変調器 

お問い合わせ 

体  制 


